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「人はいくつになっても、どれほど成功していても、他人に認
めてもらうことに飢えている。」（ステファン・Ｍ・ポーラン）※

エグゼクティブ・コーチングのクライアントは、革新的なゴー
ルを設定し、その達成に向けて意欲的に行動変容を起こして
いく経営トップの方々ばかりです。とはいえ、誰もがいつでも
エネルギー全開なわけではありません。前途多難な状況だっ
たり、何が正解かわからない中で意思決定したりと、不安や
困難が常についてまわります。

「いやぁ、僕、すごい頑張ってんのよ、これでも」
「こんなことを思っているなんて、みんな、わからないだろう
なぁ」

「これを伝えたら、反感を買うのはわかっているけど、でも役
目だから」

鉄壁の鎧の隙間から、ほんの一瞬漏れる心の声。この瞬間に
出会ったとき、私は次のようなメッセージを伝えることを大事
にしています。

「あなたが寝る間も惜しんで準備を進めてきたことを、私は
知っていますよ」

「これはあなたの信念を貫いた結果だと私には伝わっていま
すよ」

するとどんな方でも、「そうだよね」と少し照れながら安心し
た表情を見せ、また果敢にゴールに向き合っていかれます。

コーチングでは、相手の行動や成果・成長、さらには相手の
存在そのものに対して「気づいている」と伝える行為を「アク
ノレッジメント」といいます。良し悪しを評価するのではなく、
その人の存在、振る舞いなどの事実を認め、それを伝えます。
こうした関わりによって、双方の安心感と信頼関係が構築さ
れることで、相手の行動変容が促進されていきます。

アクノレッジメントは双方向

私はコーチになってから、アクノレッジメントという視点を手
に入れましたが、同時に「自分自身には必要ない」とも思って
いました。元来のストイックな性格もあり、若手であればまだ
しも、経験豊富になれば自分で奮起できるし、前進できる、と
考えていたからです。しかしうっかりすると、部下やクライア
ントなどに対しても、こうした自分の価値観で迫ってしまいが
ちになります。相手に合わせた関わり方をする必要を感じて、
意識的にアクノレッジメントを心がけるようになったものの、
実際に承認の言葉をかけたり、相手から承認の言葉をかけら
れたりすることに居心地の悪さを感じていました。

その頃に参加したコーチのトレーニングの中に、こんなエク
ササイズがありました。同僚と二人組になり、10分間で相手
に対する50個のアクノレッジメントを紙に書いて渡し、それ
について二人で話すというものです。

私のパートナーは、プライベートでも仲の良い同僚でした。よ
く知っている相手なので難しくないだろうと思ったものの、い
ざ書こうとすると言葉が出てきません。相手のことは大好き
だし、尊敬もしているのに「優しい」とか「包容力がある」と
いった当たり障りのない言葉を20個くらい書き出すのが精
一杯でした。

一方、彼女は、私の名前をフルネームで正確に書いてくれた
ことに始まり、

「仕事の進め方が丁寧で信頼できる」
「メッセージが正直でまっすぐな人柄である」
「自ら学び続けている姿勢に刺激を受ける」

など、具体的なことを52個も書いてくれたのです。

誰だって認められたい
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そのトレーニングでは伝えられなかった残り30個の言葉は、
トレーニングの後に一生懸命考えて、50個にして渡しました。
彼女に伝えるアクノレッジメントの言葉を考えているとき、喜
ぶ顔を想像してワクワクしましたし、同じチームで仕事できる
ことが楽しみで仕方ありませんでした。

アクノレッジメントは、アクノレッジされる人だけでなく、アク
ノレッジする人とされる人の関係に対しても大きな影響を与
えうるのです。

実は私は、彼女からもらった紙を写真に撮り、スマホに保存し
ています。ときどき読み返してはニンマリし、「こんな風に私を
見てくれている」「認めてくれている」とやる気に満ちていく
のです。「自分にアクノレッジは必要ない」と思っていた私が、
アクノレッジしあうことのパワーを実感する機会になりました。

その人はあなたにとってどんな存在ですか？

さて、あなたは相手をアクノレッジする言葉をどのくらいもっ
ているでしょうか。もしかしたら、相手の欠点を探すよりもは
るかに難易度が高いと感じられるかもしれません。

今でもアクノレッジメントが不得意な私が心掛けているのは、
相手が「どんな存在か」に興味・関心をもって、それを言葉に
してみることです。わたしにとって、その人はどんな存在なの
か。または、チームにとって、その人はどんな存在なのか。

エグゼクティブ・コーチングのクライアントの関係者にインタ
ビューをする際にも、これらの問いを活用します。

「あなたにとって、社長はどんな存在ですか？」

ある関係者インタビューでこう尋ねると、ある役員はこう話し
てくれました。

「社長は本来、アクセルを踏みたい人なのに、今ブレーキをか
けている。きっと本意ではないんだろうけど、将来アクセルを
踏むために必要なことだからやっているのだということは伝
わってくる。今までも逃げない人だった。だからあの人は、私
にとって、苦しい時間も一緒に分かち合いたいと思える存在
です」

このコメントをクライアントに伝えた時、彼の目が潤んでいた
ことが、忘れられません。

アクノレッジメントというと、上司から部下に伝えるものとい
うイメージがあるかもしれません。職場の心理的安全性を高
めるためにも、上司が部下を承認し、安心して話せる環境を
創ることは大切です。しかし、本当の意味で組織の中で信頼
関係を築くには、上から一方通行のアクノレッジメントだけで
はなく、双方向で認め合うことが強い信頼関係の第一歩では
ないでしょうか。社長だって時には認められたい。誰だって認
められたいのです。

目の前にいるその人は、あなたにとってどんな存在ですか？

何を大事にして、どんな目標をもって、どんな変化を起こして
いる人なのでしょうか？

お互いに日頃からアンテナを立て、タイムリーにアクノレッジ
しあう、今年はそんな1年にしてみませんか？

※	ステファン・Ｍ・ポーラン
	� 米国ニューヨークに在住。不動産開発業、ベンチャーキャピタリス

ト、銀行家、大学講師などを経て、現在は弁護士、ファイナンシャ
ルアドバイザー、人生コーチ。3冊の国内ベストセラーを含む作
家。（Amazonより）
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横浜国立大学経営学部卒業。
米国公認会計士。中央青山監査法人（現 PwCあらた有限責任
監査法人）にて、金融機関の監査とアドバイザリー業務に従事。
その後、大手美容会社の経営企画部長として、内部統制やコン
プライアンス体制の強化、販売戦略革新や新規事業の企画運営
を通じ、中期経営計画の実現に貢献。コーチングは経営トップに
欠かせない先行投資との考えにいたり、コーチ・エィに入社。現在
は、グローバルに展開するサービス業や製造業などの経営トップ
へのエグゼクティブ・コーチングを通じて、組織変革をサポートし
ている。2023年4月より現職。社内コーチの能力開発とオペレー
ションプロセスの改善に責任をもつ。


